
　5月の開催が延期され、新型コロ
ナ後初の大規模展示会として注目
された「第24回神戸国際宝飾展」
が、8月9日～11日に神戸国際展示
場で開催された。政府・自治体およ
び展示会業界のガイドラインを基
に来場者と出展社に対して安全対
策が講じられた。
　停滞している経済活動の活性化
に寄与することに期待され開催さ
れた側面が大きかったが、度重な
る感染者数の増加と自粛要請によ
り、450社を見込んでいた出展社数
は海外出展社80社と新規出展社
60社（見込み）を含む半数以上が
キャンセルを余儀なくされ、実際の
出展企業数は200社を切り、出展
企業・申し込んでいた企業、そして
主催社のリードエグジビションジャ
パンに大打撃と混乱を与えた。

　それでも初日から出展企業の想像を
超える来場者が集まり、最悪の事態は
避けられたようだ。大型催事での新型
コロナ対策の実際を見に来る人もい
た。セミナーにおいては三密を避ける
べく、間隔をあけていたため30名～50
名程度の定員となっていた。また、毎回

好評の「ジュエリートークショー」に
登場したデヴィ夫人の回は超満員
となり、「満席」と表示したにも関わ
らず多くの人がデヴィ夫人を見たい
と会場前に集まり、デヴィ夫人の爆
発的な人気はコロナ禍においても
健在だった。
　浮き彫りとなったのは海外バイ
ヤー不在の状態に加えて国内バイ
ヤーが少なかったことで、BtoBの宝
飾ビジネスが成立しなかったことだ
ろう。途中で諦めざるを得ない出展
企業も出た。出展社や関係者から
は「一般消費者が多い」との声も聞
かれた。一般消費者に近いクリエイ
ターや他業種の小売店が増えてい
ることもあり、一般消費者に見える
人は目立った。一方で、このような人
たちを必要とする企業が出展してい

る事実もある。この“一般消費者問題”
に関しては、今回始まった話しではな
く、随分と前からの課題。出展企業が
招待したり名刺を渡して入場させてい
ることも問題とされてきた。出展社の意
見をまとめる出展社委員会なるものを
立ち上げ主催社と議論を重ねない限
り、解決の道へはもう進めないはずだ。
BtoBであるべきだと主張するだけで
は、仮に海外バイヤーが来場できると
なれば、“一般消費者問題”を解決する
ことなく、多くの企業がまた出展するに
違いないのだ。
　また、キャンセルした企業の一部か
ら、緊急事態における出展料金の一部
返金を求める声も出ていたようだが、
主催社は規約に則り期限前にキャンセ

ルを申し出た
企業には全額
返金している。
その上に延期
前に準備して
いた費用など

がかさみ、コスト削減したと思われる運
営面での失敗なども見られた。このよう
な緊急事態の状況が続き、これからも
同様に展示会への出展を控える企業
が増えれば、規模が縮小し開催も危ぶ
まれる。不透明な中で経済の活性化を
目的に開催されたことは評価されるべ
き部分もある。これを機に、BtoBなのか
BtoCなのかBtoBtoCなのかをはっき
りとさせるべきではないだろうか。同じ
リード社が主催するメガネ展IOFTで
は眼鏡協会も主催社となり、卸連合会
が共催、販売店連合会が協催となり業
界としてあるべき見本市の姿を一丸と
なって追い求めている。取り組みさえす
れば変われないことはない。今だから
取り組めることもあるに違いない。

　その一方で、今回出展して良かった
という企業もあった。現状を理解し、次
に進むべきことが見えた、開催してくれ
て感謝していると話していた。前向きに
取り組んだ企業だ。ジュエリー需要の
強さを感じた出展社も多かったことだ
ろう。

　また、Wechatによる在日中国人バイ
ヤーに対応した企業は少なかったが、
対応した分だけブースが賑わっている
企業もあった。接客に時間がかかる点
はあるようだが、予想以上に売り上げ
に貢献した成果が今回は大きかったよ
うだ。来場者は少なかったはずなのに、
3日間通しゆっくりと話す時間が持て
ないほど賑わうブースもあり、その姿は
最終日の閉会時間まで続いていた。
　オンライン商談も実施されたが、うま
くいったという話は聞けなかった。た
だ、主催社として本格的なオンライン
サービスの導入は9月以降となってお
り、今回の導入は間に合っていなかっ
たのが事実だ。今後どの業界、どの展
示会や催事、どんな商売においてもオ
ンラインサービスの導入は進むことな
ので、いち早く慣れて、可能な限り活用
し売り上げを増やし産業を盛り上げて
いくことに繋げなければならない。次回
のIJT秋（横浜、10月28日～30日）にお
いては本格導入される見込みであり、
今回の例だけを鵜呑みにすることなく、
活用を検討すべきことであろう。経済活
動の推進は止められない。変わりゆく
展示会のスタイルをいち早く産業に取
り入れるためにも業界全体での方向性
を示すことが期待される。

　ベルギーとイスラエル
が提携し、今年3月に最初
に開催された「オンライン
トレードショー」の成功を
受けて、『第2回オンライン
ダイヤモンドトレード

ショー』が、9月14日15時（08：00 
GMT＋1）～17日23時（16：00 GMT
＋1）に開催されることが発表された。
　これは、アントワープワールドダイヤ
モンドセンター（AWDC）とイスラエル
ダイヤモンドインスティテュート（IDI）
が提携し、ヴァーチャルダイヤモンドブ
ティック（VDB）のダイヤモンド取引ア
プリケーションと協力して実施されるも
の。アントワープとイスラエルにある幅
広い種類のダイヤモンドへのアクセス
を可能にし、自分のオフィスにいながら
快適に最善のダイヤモンドに出会える
チャンスとなる。
　9月の香港ショーなど重要な国際見
本市の度重なる延期によって、バイ
ヤーが魅力的な価格で海外のダイヤ
モンドを調達することができる、今年の
唯一の手段はオンラインになるかもし
れないのが現状だ。
　VDBの利用
は簡単で、探し
ているダイヤモ
ンドのタイプ
（H&C、ブリリア

ントカット、ファンシーシェイ
プ、カラー、パーセル）を検索
するのに非常に便利。興味の
あるダイヤモンドがあれば、E
メール、電話、ビデオチャット
などを介してサプライヤーに
直接連絡、交渉ができる。現
在、すべての国際的なバイ
ヤーに対してイベントへの参
加登録を呼びかけている。
　出品されるのは、天然ダ
イヤモンド、ルースダイヤモ

ンド（ラウンド、ファンシーシェイプ、ファ
ンシーカラー）とパーセル。
　商品の画像とともに詳細が明記さ
れ、価格と品質の比較が可能な透明
性のある環境が用意されている。また、
通常のリアル展示会と同様の魅力的
な価格とディスカウントが可能とのこ
と。出展企業との直接交渉及び取り置
き（ビデオチャット利用可能）ができる。
専門家によるウェビナー（WEBセミ
ナー）もあり確認すると良い。
　利用には、事前登録が必須。ダイヤ
モンドとジュエリーの専門業者のみが
参加でき、BtoBのオンラインサービス
となる。登録は：register.vdbexpo.
com/awdcpで。
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十全な三密対策で行なわれたセミナー

不透明な今後の動きに合わせた展示会の役割に対し
業界全体での方向性を示すことに期待
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BtoBのオンラインサービス 9月14～17日に実施
－魅力的な価格とディスカウント交渉可－
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残暑お見舞い申し上げます。
　コロナ禍による新しい生活が続く中で、全国各地で厳しい猛暑も続いていますので体調管理にお気をつ
け下さい。ビジネスも前に進んでは一歩下がることが続いておりますが、いまは足を止めることなく、情報を
共有し、今できることを行っていきたいと考えます。引き続き、ご支援とご協力を宜しくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －時計美術宝飾新聞社－
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